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事業名：ウィズコロナの時代に対応した新たなミュージアム国際交流・連携事業 

 

「国際博物館の日」記念シンポジウム：5 月 15 日（オンライン開催、参加者 342 人） 
 毎年 5月 18日の「国際博物館の日」を記念して、世界共通テーマである“The Future of Museums : 

Recover and Reimagine（博物館の未来：再生と新たな発想）” をテーマとして、ウイズコロナ時代の

博物館に必要な取組について、基調講演と博物館の新たな発想に関する発表をはじめ、ICOM博物館定

義の検討状況の報告とともに、参加者との質疑応答、意見交換のための総合討論からなるシンポジウム

をオンライン形式で実施しました。 

 異文化交流、情報のデジタ

ル化、SDGs、オンラインで

の博物館連携等について、活

発な議論が交わされ、コロナ

禍の影響下においても、博物

館が社会に欠かせない役割を

担っており、今後も状況に応

じながら、積極的な活動を展

開する必要性を確認しまし

た。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ICOM 博物館防災国際委員会（DRMC）年次大会の開催 
（11 月 4 日 東京国立博物館、ハイブリッド開催 参加者 145 名） 
 ２０１９年９月に開催された ICOM 京都大会で、新たに設置された DRMC の年次大会を、オンライン

を活用した国際会議として東京国立博物館で開催し、国内外 30 の国と地域から 145名が参加しまし



た。自然災害や紛争等の要因により、多様化・複雑化する博物館へのリスクについて、日本をはじめ、

エチオピア、エジプト、韓国、スイス等の研究者から、様々な視点からの講演や発表が行われ、今後の

博物館防災に対する課題の整理とともに、国際的な連携協力の重要性を再確認することができました。 

なお、本会議は、東日本大地震から 10 年目の節目にあたることを踏まえ、岩手県陸前高田市を中心

とする被災文化財の再生事業との連携を図り、東京での開催後、陸前高田に会場を移し、被災地地域の

視察とともに記念シンポジウムを開催し、東京と同じくオンラインを活用したハイブリッド型の国際会

議として開催し、10年に及ぶ日本の博物館の災害対応への取組を広く世界に発信しました。 

また、東京と岩手でのシンポジウムについては、ICOM 日本委員会のホームページ上で YouTube によ

るオンデマンド配信を行い、当日の参加者以外にも広く情報を発信しました。 

（詳細は報告書をご参照ください） 
<https://icomjapan.org/updates/2021/11/24/p-2732/> 

<https://icomjapan.org/updates/2021/11/24/p-2732/> 

 

 

 

 

ICOM 日本委員会のホームページを活用した情報発信 
 日本語による国内への情報発信とともに、英語による海外への日本の博物館に関する情報発信の充実

を図り、2021年度のページアクセス数は、81667回と前年度比で 64％増加させることができました。 

ICOM日本委員会のホームページを活用し、国際的な動向をはじめ、国内の博物館が取組む、コロナ

禍に対応した多様な情報発信や、新たなデジタル技術の活用等の活動事例を、現場の学芸員のリレー式

のレポートとして掲載し、内外の博物館関係者を中心に、以下のような多様なコンテンツを紹介し、情

報共有するとともに、現場の博物館運営の参考としていただくことができました。 

・オンライン中心に実施された ICOM 関連の国際会議等の情報 

・コロナ禍における博物館の情報発信 

https://icomjapan.org/en/updates/2020/05/28/p-840/ https://icomjapan.org/en/updates/2020/05/28/p-840/ https://icomjapan.org/updates/2021/12/17/p-2768/ 

https://icomjapan.org/updates/2021/11/24/p-2732/
https://icomjapan.org/updates/2021/11/24/p-2732/


・デジタル化の促進による所蔵品データベースの充実 

・ICOM 博物館定義等に関する検討状況、オンラインによる意見交換等 

・ウクライナ情勢に関連した博物館、文化財の情報共有等 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

https://icomjapan.org/journal/ 


